


岡山県内の鉄道路線の進展岡山県内の鉄道路線の進展

はじめに
　日本の鉄道は、1872年(明治5年)に新橋－横浜間が開業したのを皮切りに、
全国にその路線網を延ばし、人や物資の輸送に大変革をもたらし、日本の近
代化に大きな役割をはたしてきました。　
 　岡山県内へとつながるものでは、神戸から延びてきた山陽鉄道が1891年(明
治24年)に岡山まで開通し、その後、倉敷、笠岡と順次延伸され、年内に広島
県尾道まで開通しました。山陽鉄道は1906年(明治39年)に国有化され、山陽本
線と改められましたが、その後も、姫

き

新
し ん

線・芸
げ い

備
び

線のように東西方向へ、津
山線・因

い ん

美
び

線や伯
は く

備
び

線のように南北方向へと県境を越えて主要都市間を結ぶ
広域的な路線が広がりました。また、片上鉄道のように工業原料の産出地と主
要路線を結んだり、下津井電鉄や三

さ ん

蟠
ば ん

鉄道のように、海運・舟運の拠点と市
街地・主要路線とを結ぶためのいわば地域密着的な路線も、明治後期から昭
和初期にかけて県内各地に相次いで開業し、しだいに県内の路線網ができ上
がっていきます。
　戦後も引き続き新路線の開業があり、昭和30年代には最盛期を迎えます。し
かし、その後は道路網の発達、自動車への移行などによる輸送形態の変化が見
られ、平成初頭までに地方の小私鉄路線の廃線が相次ぎます。一方で、山陽
新幹線・瀬戸大橋線の開業や、国鉄未成線を引き継いだ第３セクター線の開
業もあり、鉄道は現在も地域の足として、重要な役割を担っています。
　このガイドブックでは、これまで岡山の近代化に貢献しつつも、時代の変
遷に伴い、その役割を終えた路線を紹介します。中には、線路跡が遊歩道に
整備された箇所もあり、現役当時を偲

し の

びながらサイクリングやウォーキング
を楽しむこともできます。また、町の玄関口として人々が行き交い、地域の
歴史とともに歩んできた駅、なかでも開業当時の姿を色濃く残す木造駅舎
や、鉄道黎

れ い め い

明期につくられ、現在も縁の下の力持ちとして線路を支え続ける
構造物、そして戦前から昭和40年代にかけて活躍した蒸気機関車(保存車)な
ど、県内に残る貴重な鉄道遺産も紹介します。
　このガイドブックを片手に、鉄道が輝いていた時代に思いをはせながら、
廃線跡や木造駅舎を巡ってみるのもよいでしょう。
(※本文中では、廃線となっている路線の施設等の名称に「旧」をつけるのを省略しています。)
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本文中、表題には廃止直前の会社名・路線名を用いた。

　   　　・紹介する物件の中には、現役の鉄道施設もありますので、見学等の際には列車の運行等に支障のないようにしましょう。
　　   　　また、私有地や鉄道用地に無断で立ち入ったり、損壊しないようにしましょう。
　   　　・道路を歩くときには、自動車など付近の交通に気を付けましょう。

M20
1887年

M33
1900年

T14
1925年

S25
1950年

S50
1975年

H12
2000年

H25
2013年

＜ 県内鉄道路線の変遷 ＞

注１）会社名を冠していない路線は、全てJR西日本。
注２）路線名は、最も一般的と思われる名称で示す。なお、【　　】内は開業当初の名称。

山陽本線【山陽鉄道】

津山線【中国鉄道本線】

吉備線【中国鉄道吉備線】

宇野線 ………………

中国鉄道稲荷山線 …

西大寺鉄道 …………

岡山電気軌道 ………

下津井電鉄 …………

井笠鉄道 ……………

三蟠鉄道 ……………

同和鉱業片上鉄道 …

姫新線【作備線】【姫津線】

伯備線 ………………

因美線 ………………

中国稲荷山鋼索鉄道

芸備線【三神線】

水島臨海鉄道【三菱重工水島航空機製作所専用鉄道】

岡山臨港鉄道【汽車会社専用線】

玉野市営電鉄【備南電鉄】

赤穂線 ………………

山陽新幹線 …………

瀬戸大橋線（本四備讃線）

智頭急行 ……………

井原鉄道 ……………

M24（県内全通）

         M37（岡山駅乗入れ）
 M31（岡山市～津山）

   T3（全通）
 T2（茶屋町～味野町）

T2（笠岡～井原）

T4（桜橋～三蟠）

H2（全線廃止）
S47（茶屋町～児島廃止）

M39（国有化） T14（県内全線複線化）       S36（三原電化）
    S35（倉敷電化）

T12（津山駅乗入れ） S19（国有化）

S19（国有化）

M43（全通）

M44（全通）

T4（全通）

M45（駅前～後楽園口・西大寺町）
S43（番町線廃止）

M44（西大寺町～長岡）

S19（廃止）

S35（全線電化）

H3（全線廃止）

S37（全線廃止）

M37（岡山～湛井）
T14（総社～湛井：廃止、総社～西総社：開通）

T10（番町線全通）
T12（東山線全通） S21（清輝橋線全通）

T10（北川～矢掛）
T14（井原～高屋） S15（神辺～高屋編入）       S46（全線廃止）

S42（矢掛線・神辺線廃止）

S9（東津山～美作江見）

T12（湊～国清寺：全通）
S6（全線廃止）

T12（片上～井ノ口）
S6（全通）

S11（姫津線全通、姫新線に改称）T12（津山～美作追分）
S5（作備線全通）

S3（全通）

    S7（全通）
S3（津山～美作加茂）

S4（全線開業）

S45（移管）

S59（廃止）

S47（廃止）

S63（全線開業）

H6（全線開業）

H11（全線開業）

     S35（全通）
S31（移管）

   S50（全通）
S47（新大阪～岡山）

           S44（全線電化）
S37（全通）

S26（臨港鉄道開業）

          S12（芸備線に改称）
S5（備中神代～東城）

S19（廃止）

T14（倉敷～美袋）

S22（大元～汽車会社前）

S57（全線電化）S43（複線化開始）

S18（倉敷～水島）
S23（水島工業都市開発に移管） S27（倉敷市交通局に移管）

S28（宇野～玉）

S30（播州赤穂～日生）

注意
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吉ヶ原駅構内。動態保存されている車両たちが静かにたたずむ。

片
上

本
和
気

中
山

天
瀬

清
水

益
原

和
気

河
本

清水駅。下りホーム
の一部が整備され
残る。

「竜ヶ鼻陸閘門」。この
付近では、線路が吉井
川の堤防に切り込みを
入れるようにして、堤防
より低い位置を走って
いた。そこで、川の増水
時に線路からの浸水を
防ぐ対策として、取り付
けられたもの。

片上駅構内の片隅
に、貨 物 輸 送 等 に
活 躍した D D 1 3 型
ディーゼル機関車
が保存されている。

益原駅近くには鵜
飼谷交通公園が
つくられ、貨車(ﾜﾑ
1800型)や腕木式
信号機が保存され
ている。

沿 線 略 図

同和鉱業片上鉄道

　備前市の片上駅から久米郡柵
や な は ら

原町(現美咲町)の柵原駅を結んでいた路線です。
　柵原鉱山で産出される硫

りゅう

化
か

鉄
て っ

鉱
こ う

を片上港まで輸送するため建設された路線で、当初
は片上鉄道の名で1923年(大正12年)に片上～和気間、和気～井ノ口(貨物駅、後に廃止)
間が、続いて1931年(昭和６年)に井ノ口～柵原間が開業し、全線開通しました。開業以来
経営の柱であった鉱石輸送が昭和末期にトラックに切り替えられると、経営は先細る一方
で、1991年(平成3年)に廃止されました。
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日本最古の部類のディーゼルカー、キハ３０３( 左 )・キハ７０２( 右 )

登録有形文化財となっている吉ヶ原駅舎

　吉ヶ原駅は路線全通と同時に開業しました。
　片上鉄道には洋館風の駅舎が多く、吉ヶ原駅
は三角屋根の木造の駅舎がそのまま残っていま
す。２面３線の相対式ホームを有するほか、貨物
ホームや詰所、操車場がありました。
　デザインの似ていた隣の終着駅柵原駅は、惜
しまれつつ2004年(平成16年)に解体され、現存し
ていません。

　現在、保存車両としては柵原ふれあい鉱山公園の11両など、比較的多くの車両が現存しています。中でも、同公
園で動態保存されている２両の気動車は、元は旧国鉄で使用されていたもので、キハ303が1934年(昭和9年)製、
キハ702が1936年(昭和11年)製と、動かすことのできるディーゼルカーとしては日本最古の部類に入り、大変貴重
なものです。このほかにも機関車、客車、貨車など、貴重な車両が保存されています。

　現在は、片上～吉
き ち

ヶ原
は ら

間の大部分が「片鉄ロマン街道」と呼ばれる自転車道や一般道路
に転用され、線路跡をたどることができます。途中、駅の跡が休憩所等として活用されてい
る箇所もあります。吉ヶ原駅跡は、周辺を含めて「柵原ふれあい鉱山公園」として整備され、
動態保存されている車両もあります。

備
前
矢
田

備
前
福
田

杖
谷

美
作
飯
岡

苦
木

周
匝

備
前
塩
田

吉
ヶ
原

柵
原

天瀬駅(左)。
苦木駅(右)。
ホームの一部と駅
舎が整備され残る。

菊ヶ峠付近
で保存され
ているキハ
311。

備前矢田駅。
下りホーム
のみが残る。

４

柵原方から備前
塩田駅を望む。こ
の付近から美作
飯岡駅付近まで
「片鉄ロマン街
道」は廃線跡を
外れるため、未
舗装の廃線跡が
残る。

美作飯岡駅。
二面のホームと
駅 前 広 場 が 残
る。柵原方の踏
切 跡 に は レ ー
ルがのぞいてい
る。



東下津井駅には
２面のホームが
残る。駅舎は廃線
後撤去された。

２面のホームが残る下津井駅跡とそこで保存されている車両群

下
津
井

阿
津

鷲
羽
山

児
島

東
下
津
井

備
前
赤
崎

琴
海

鷲羽山駅からは
現役当時より鷲
羽山山頂へ通じ
る登山道があっ
た。

阿津駅。
ホームが残る。

備前赤崎駅。
２面のホームが
残る。駅舎は廃線
後撤去された。

眼下に児島競艇場
を望む琴海駅。廃線
時には交換可能駅
であった。

沿 線 略 図

下津井電鉄

　倉敷市の茶屋町駅と下津井駅を結んでいた路線です。
　本州と四国との連絡の一翼をになうことを目的として、1913年(大正2年)から翌年にかけ
て、当初は下津井軽

け い べ ん

便鉄道の名で開業しましたが、当初の目的であった四国連絡よりも、児
島の繊維産業の発達や鷲

わ

羽
しゅう

山
ざ ん

観光客の増加などにより輸送量が増大しました。しかし、道
路の整備によりバスやマイカーへの移行が進み、1972年(昭和47年)に路線の大部分である
茶屋町～児島間が廃止され、残った児島～下津井間も1990年(平成2年)に廃止されました。
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電車 ( クハ６)

客車 ( ホハフ２) 貨車 ( ホワ 10)

　下津井電鉄は、かつて全国の軽便鉄道で見
られた、ナローゲージと呼ばれる幅の狭い軌間
(762mm)を採用していました。1972年(昭和47
年)の路線短縮後に多くの車両が解体されまし
たが、何両かは現存しており、その特徴ある線
路の幅に応じた、狭い車体幅を感じることがで
きます。
　下津井駅構内には、廃線時まで使用されてい
た電車６両のほか、開業時から使用されていた
貨車や、廃線線路の撤去の用途で譲渡された
井笠鉄道の気動車なども保存されています。
　また、長船サービスエリア(ドライブイン・瀬
戸内市)には、路線短縮前に使用されていた３
両が保存されており、気動車から改造された電
車(1931年製)や、開業時に製造されたデッキ付
客車(1913年製)などが保存されています。

柳
田

藤
戸

福
田

茶
屋
町

稗
田

天
城林

児
島
小
川

児島駅は２度の
移転を経ており、
写真の駅舎は３
代目。

稗田～福田間。
写 真 左 側 か ら
カーブして回り
込 んでくる。右
側 に は 橋 梁 が
あり、石 積 み の
橋脚が残ってい
る。

６

　現在、瀬戸中央自動車道水島IC付近や児島市街中心部などで痕跡が失われているほか
は、茶屋町～下津井間のほぼ全区間にわたって自転車道に転用され、線路跡をたどること
ができます。特に児島～下津井間では「風の道」と名付け整備され、架線柱や信号柱も残さ
れている箇所があり、鉄道現役時代の雰

ふ ん

囲
い

気
き

を味わうことができます。

稗田駅には部
分的にホーム
と駅名標が復
元され 、稗 田
さくら公 園と
して整備され
ている。

藤戸駅には
ホームと駅
名標が残さ
れている。

柳田駅。
駅名標等が
復元されて
いる。



岡南新保駅跡。プラットホームを活用し、休憩所に転用された。

岡南泉田駅付近。
以南は自動車も走
る市道として活用
されている。

大元駅付近。
宇野線高架化とJR駅
移転により駅前は大
きく変貌した。その
宇 野 線 高 架 下 から
遊歩道が始まる。

大
元

岡
南
新
保

岡
南
福
田

岡
南
泉
田

岡南福田駅付近。
鉄道が走っていた
頃からの倉庫がリ
ニューアルされ現
在も使用されてい
る。

大元～岡南新保間。
遊歩道として整備さ
れている。

沿 線 略 図

岡山臨港鉄道

　岡山市の大元駅と岡山港駅を結んでいた路線です。
　第２次大戦中に岡南地区にある工場に通じる側線扱いとして工事が始まりましたが、途
中で中断し、戦後、工場の専用線として完成後、1951年(昭和26年)に岡山臨港鉄道として開
業しました。貨物輸送が主体の路線でしたが、最後はモータリゼーションの進展と国鉄の貨
物輸送削減のあおりを受けて慢性的に苦境を続け、1984年(昭和59年)に廃止されました。

７



ディーゼル機関車 102 号

キハ 7001 キハ 7003

　現存する車両は少なく、(株)岡山臨港本社
(旧南岡山駅付近)のディーゼル機関車102号
(1953年製)、ちどり保育園(岡山市)の気動車キ
ハ7003(1958年製。当初北海道の夕張鉄道で
使用され、県内の水島臨海鉄道を経て岡山臨
港鉄道へ転入)、柵原ふれあい鉱山公園(美咲
町)のキハ7001(前頭部のみ)となっています。
また、和歌山県の紀州鉄道に譲渡された別の
1両が、現在は旧有田鉄道金屋口駅で保存さ
れています。

並木町駅付近。
この周辺は宅地に
変わり、線路跡をし
のぶことは難しい。

岡南元町駅付近。
廃線直前の旅客列
車の終点。住宅の
辺りに駅があった。

岡山港駅付近。
鉄道橋を転用(左)。
レールはもう少し
海の方まで延びて
いた。付近に残る
８キロポスト(右)。

南岡山駅付近には鉄道橋
を転用したとみられる橋
が。その名も「臨鉄橋」。

岡
南
元
町

岡
山
港

南
岡
山

並
木
町

８

　現在では、大元～岡南泉田間は遊歩道「臨港グリーンアベニュー」として木々の緑あふれ
る空間に生まれ変わりました。岡南泉田から岡南福田付近までは市道に転用され、線路跡
をたどることができます。並木町付近以南は宅地や倉庫群などに転用されています。



新
にいやま

山駅舎を活用した井笠鉄道記念館。1 号機関車と客車、貨車も保存されている。貨車では唯一の現存車両。

笠岡交通公園で保存される気動車ホジ 9 七日市公園 ( 井原市 ) で保存されるベルギー製の 9 号機関車

井笠鉄道

　笠岡駅と井原駅を結ぶ本線、途中北川駅と矢掛駅を結ぶ矢掛線、井原駅と広島県の神
か ん な べ

辺駅を結
ぶ神辺線の3路線から成り立っていました。
　内陸の旧山陽道沿線と、海岸沿いを走る山陽本線とを結ぶ目的で、1913年(大正２年）、当初は
井原笠岡軽

け い べ ん

便鉄道の名で笠岡～井原間(本線)、次いで1921年(大正10年)矢掛線北川～矢掛間、
1925年(大正14年)に高屋線井原～高屋間が開業、1940年(昭和15年)に神高鉄道神辺～高屋間を
編入して井原～神辺間が神辺線となりました。国鉄井原線の建設決定により、1967年(昭和42年)
に矢掛線と神辺線が廃止、残った本線の笠岡～井原間も1971年(昭和46年)に廃止されました。

　 廃 線 後 4 0 年
以上がたった後
でも多くの車両
が保存されてお
り、地 域 の 人々
に愛されていた
ことがうかがえ
ます。

９

　現在、当初廃止区間の矢掛線と神辺線は、跡地の大部分が現在の井原鉄道井原線の路盤に転用
されています。最後まで残った本線は、笠岡～小平井間は主に遊歩道、小平井～七日市付近の間は
主に道路に転用され、井原市街地は区画整理により路盤が消滅しています。
　国鉄井原線の建設は1966年(昭和41年)に着工されましたが、1980年(昭和55年)には工事が凍結
され、この地の鉄路の復活は1999年(平成11年)の井原鉄道の開業まで待たねばなりませんでした。



大井村～鬮場間の畑にある給水
塔。蒸気機関車時代のなごりか。

高屋駅は現在の井原鉄道高屋駅
とほぼ同位置。旧神高鉄道との
接続点で広い敷地があった。

　井笠鉄道は、前出の下津井電鉄同様、通常より狭い762mm軌間を採用していました。
　現存する保存車両は比較的多く、井笠鉄道記念館の３両をはじめ、沿線の笠岡、井原、福山市内に約10両が保
存されています。特に客車は、路線廃止後、西武鉄道山口線で使用するため譲渡されたこともあり、多くが残存して
います。中には、補修を受けながら、遠く北海道や千葉県で現在も使われている車両があります。ただ、路線全廃後
も旧鬮

くじ

場
ば

車庫で保管されていた車両群が、1980年(昭和55年)に火災によりその大半を焼失したのは残念な出来
事でした。

沿 線 略 図

経が丸グリーンパーク ( 井原市 ) で保存される気動車ホジ 101 と客車 池田動物園 ( 岡山市 ) で保存される２号機関車 ( ただし銘板は３号と
表示されている。)

矢
掛

川
面

本
堀

出
部

毎
戸

下
出
部

備
中
小
田

高
屋 井原

七日市

木之子

北川

薬師

小平井

大井村

新山

鬮場

吉田村

笠岡

至 

神
辺

出部駅付近。
旧山陽道から駅に
向けた石碑が残っ
ている。

10

井原駅。
行き止まり式の構造
で、現役末期の駅舎
がバスセンターとし
て使 用されてい た
が、平成26年4月か
ら建て替えが始まっ
た。

矢掛駅。
現役末期の駅舎が
現存。右側がホーム
跡で列車が発着し
ていた。現在はバス
停留所と車庫として
活用されている。

北川～備中小田間
では小田川を渡って
いた。橋梁へのアプ
ローチ の 築 堤 が 残
る。

笠岡駅跡地。
中ほどに見える山陽
線上りホームから左
側、駐車場の辺りか
ら発着していた。

小平井駅。
現在も駅舎とホームが残る。

道端の杭。使用済み
の古レールか。

神 辺 線

矢 掛 線

本 線



西大寺市駅前に保存されている気動車キハ７。廃線時まで使用された。

森下駅付近。
跡地はバスの車
庫に転用されて
いる。

藤原駅付近。
跡 地 は タク
シ ー 会 社 の
営 業 所 に 転
用 さ れ て い
る。

後楽園駅付近。
跡地は美術館
となっている。

原尾島駅付近。
コンクリート製のホーム
が住宅や工場の基礎に
転用されている。

後
楽
園

原
尾
島

大
師

藤
原

森
下

沿 線 略 図

両備バス西大寺鉄道線

　岡山市の西大寺市駅から後楽園駅を結んでいた路線です。
　西大寺の町と山陽本線や岡山市街地を結ぶ目的で、1911年(明治44年)から1915年(大正
4年)にかけて、当初は西大寺軌

き

道
ど う

の名で開業しました。後楽園駅から旭川の対岸に渡れば、
岡山電気軌道番町線(1912年〈明治45年〉開業、1968年〈昭和43年〉廃止)に乗り換えることが
できました。末期まで経営状態は良好でしたが、国鉄赤穂線伊

い ん べ

部～東岡山間の開通に伴い
同線との競合を避けるため、1962年(昭和37年)に廃止されました。

藤原～大師間。
用水路に橋台が
残っている場 合
があり興味深い。
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大師駅付近。
鉄道用地との境目
の痕跡が、田んぼ
の畦の線にうかが
える。

池田動物園に保存されている客車ハボ 13( 左 )・貨車ワボ３( 右 )

旧西大寺鉄道本社建物 ( 左 ) と旧財田駅舎 ( 右 )　

　西大寺鉄道は、914mmという全国的にも珍しい
軌間が使われていました。この軌間を用いた鉄軌
道の中でも最後まで残った路線として知られていま
す。この914mm軌間向け気動車として唯一現存す
る気動車がキハ７(昭和11年製)で、大変貴重なもの
です。また、池田動物園には、客車と貨車が各１両ず
つ、軌間の異なる井笠鉄道の蒸気機関車と並べて保
存されています。
　毎年２月に開かれる西大寺会陽の際には、車両を
増結し長大編成を組んでもなお、車両のデッキにま
で鈴なりになった乗客を運んでいた逸

いつ

話
わ

が残ってい
ます。

　現在は、断片的に道路に転用されており、特に大
お お

多
だ

羅
ら

付近～西大寺市間は自転車道として整
備されていますが、工場や宅地などに転用された部分も多く、線路跡をたどることが困難な地域
もあります。ただ、市街地にありながらも用水路に橋台の遺構などが残っている箇所もあります。

長利駅付近。
公園として整備
されている。

大多羅駅。
駅舎が残る。左側の
屋 根 が 二 重 に なっ
ている部分が元から
あった部分。

大
多
羅

西
大
寺
市

広
谷財

田
長
利

　西大寺市駅構内は、敷地がバスセンターに転
用されています。その西大寺バスセンター内に
は、旧西大寺鉄道本社建物が残され、現在もバ
スの営業所事務所として使用されています。隣
には、財

さいでん

田駅舎が移築され、バス乗務員休憩所
として使用されています。

財田駅付近。
国鉄線との接続
駅として東岡山
駅前に存在した
が、現在は同駅
前広場となって
いる。

広谷駅付近。
この 辺りから
西大寺市まで
自転車道に転
用されている。
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玉
たま

比
ひ

咩
め

神社前駅付近。玉～玉遊園地前間では川の上に構造物を作って線路が引かれた ( 写真左上 )。自動
車が駐車されている場所が線路跡 ( 写真右 )。

玉野市電気鉄道

　玉野市の宇野駅と玉遊園地前駅を結んでいた路線です。
　第２次大戦中に建設が始まったものの、工事が中断されていた三井造船の工場への専用線を
活用する形で、当初、備

び

南
な ん

電気鉄道により1953年(昭和28年)に宇野～玉(後の三井造船所前)間が
開業、その後、1955年(昭和30年)玉橋(後の玉)まで、続いて1960年(昭和35年)に玉遊園地前まで
延長開業しました。長期的には渋川、児島、水島方面へ達する計画でしたが、開業時から経営がき
びしく、1956年(昭和31年)に玉野市営に移管され、1972年(昭和47年)に廃止されました。
　現在では、広潟～三井造船所前間が自転車道に転用されるなど、ほとんどの区間で線路跡をた
どることができます。

玉
遊
園
地
前

玉
野
市
役
所
前

玉
比
咩
神
社
前

玉
野
高
校
前

玉 広
潟

玉
野
保
健
所
前

大
聖
寺
前

藤
井
海
岸

玉
小
学
校
前

西
小
浦

三
井
造
船
所
前

宇
野

沿 線 略 図

玉遊園地前駅付近 大聖寺前～三井造船所前間にかかる橋 西小浦駅。休憩所が整備されている。
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　吉備線は、津山線と同様、中国鉄道(現
中鉄バス)が開通させた路線で、当初は
高梁川の舟運と岡山とを連絡する目的で
建設されました。このため総社の市街地
に向かわず新見・高梁方面からの舟運と
の接続点であった湛井(現在の総社市井
尻野)を終点としていました。
　後に伯備線の建設に伴い、湛井駅へ
の路線を廃止し、東総社駅から現在の総
社駅に至る路線へと変更しています。そ
の後津山線同様戦時買収の対象となり、
1944年(昭和19年)に国有化され現在に
至っています。
　吉備線の稲荷駅(現備中高松駅)から枝
分かれし、平山駅をへて、稲荷山駅との
間を結んでいたのが、稲荷山線でした。
1911年(明治44年)に開業し、国有化され
た1944年に廃止されています。現在は、
備中高松駅付近から最上稲荷付近まで
自転車道となっており、線路跡をたどるこ
とができます。
　また、最上稲荷の境内にはケーブル
カーが走っていました。中国鉄道の子会
社である中国稲荷山鋼

こ う さ く

索鉄道の路線とし
て、1929年(昭和4年)、山下～奥ノ院間が
開業、中国地方で唯一の存在でしたが、
戦時中に不要不急線に指定され、1944
年に廃止されました。斜面にある路盤等
の遺構は今では確認困難なものもありま
すが、奥ノ院への登山道の途中でホーム
跡などが確認できます。

備中高松駅近くの自転車道。ほぼ南北に走る。

奥ノ院駅跡。斜めの石垣がホームの跡。

　運行コスト削減のため、1964年(昭和39年)に電車か
ら気動車による運行に切り替えられ、開業当初に導入
された電車3両は対岸の香川県の
高松琴平電鉄に売却されました。
このうち1両は2006年(平成18年)
まで活躍し、引退後は玉野市への
里帰りを果たし、玉野市総合保健
福祉センター「すこやかセンター」
で静態保存されています。

中国鉄道稲荷山線・中国稲荷山鋼索鉄道

14
モハ 103 号。現役最末期の琴電 760 号の姿で保存。



三蟠鉄道

伯備線旧線跡 (井倉～石蟹・豪渓～美袋)

↑井倉～石蟹間
旧線にかかる旧第九高梁川橋梁。

↑日羽～美袋間。坑門がコンクリートで塞がれた旧
地蔵嶽トンネル(右)。

↑旧線の日羽駅ホーム跡

　旭川河口の三
さんばん

蟠港と岡山市街を結んでいた路線です。
　当初は三蟠軽

けいべん

便鉄道の名で、1915年(大正4年)から1923年(同12年)にかけて、三蟠～国清寺間が開
通しました。
　三蟠港は、岡山市街の京橋港に対する外港として多くの連絡船が発着し、岡山の海の玄関口でした。
その三蟠と市街地を連絡する鉄道として利用されましたが、乗客数の伸び悩みや、川沿いの道路が建
設されることになったため、わずか16年の営業で終わりを告げ、1931年(昭和6年)に廃止されました。
　廃止から80年以上が経った現在、かつての川沿いの田園地帯は住宅地に変わり、往時の面影をたど
る手がかりはわずかとなりました。

国
清
寺

上
平
井

網
浜

下
平
井

桜
橋

宮
道湊 浜

中
三
蟠

沿 線 略 図 三蟠駅舎。
国清寺駅(一説に桜橋駅とも)
を移築したとされる。屋根形
状の変わる部分から左側が
駅舎として使用されていた。
現在も釣具店として使用中。 

上平井～湊間。
わずかに残る石
積みの路盤が見
える。

上平井～湊間。
用水路に橋台の跡が
わずかに残る。 

三蟠駅付近。
1994年に復元された０キ
ロポスト。実際の起点の
位置とは若干ずれている
ようだ。 

　伯備線の井
い

倉
く ら

－石
い し

蟹
が

間は高梁川が蛇
だ

行
こ う

する区間で、伯備線もその流れに沿って敷設
されていましたが、昭和50年代の複線化に伴い経路が変更されました。旧線跡は、鉄橋
が旧状の姿で残るなどし、自転車道に転用されています。並行する国道180号からもその
姿を見ることができます。
　その他方

ほ う こ く

谷～井倉間、豪
ご う け い

渓～美
み な ぎ

袋間(日
ひ わ

羽駅付近)でも線路の付け替えによる旧線跡が
見られる区間があります。
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鉄道構造物いろいろ

扇形機関車庫の全景

旧国鉄津山駅機関車庫
　1898年(明治31年)、中国鉄道の岡山～津山間
の全通後、因美線、姫新線が相次ぎ開業し、津山駅
が重要な拠点駅となったことに伴い、1936年(昭和
11年)に設置されたものです。
　17線を持つ扇形車庫で、国内で現存する扇形車
庫12箇所のうちでは、京都・梅小路運転区(梅小路
蒸気機関車館)に次ぎ2番目の規模を有します。
　現在、内部の収容線などは一部撤去されていま
すが、展示車両が収容されているほか、気動車の
検修時などに一時的に使用されることもある現役
施設です。
　また、車両の向きを変えるための「転車台」も現
存しています。この転車台は1930年(昭和５年)の
製作で、当車庫の建築以前に既に設けられていた
と考えられています。
　近年、国鉄時代に1両のみ製造されたDE50型
ディーゼル機関車(DE50 1)や、特急「いなば」号な
どで活躍したキハ181系気動車(ｷﾊ181-12)などが
静態保存されており、一般公開時にはこれらの保
存車両のほか、車庫や転車台を間近に見学するこ
とができます。転車台

山陽本線　三石付近のアーチ橋群
　三石付近は、山陽本線の盛土が町の中央を貫
いており、その下をくぐるために煉瓦積みのアー
チ橋が建設されました。この区間は1890年(明治
23年)から1911年(同44年)にかけて整備されてお
り、上下線の建設年代の違いによる継目の跡も見
られます。
　写真は4連のアーチを備えた三石金剛川拱

こうきょ

渠。
山陽本線という一大幹線でありながら、8基もの橋
がほぼ原形を保ち現在も使用されている点は貴
重といえます。 三石金剛川拱渠

宇野線　田井拱
こうきょう

橋
　1910年(明治43年)、宇野線開通時に設置された
もので、八浜～備前田井間の旧国道30号上にか
かる橋です。
　外見は、花崗岩による石張りでできているため
一見石積みアーチ橋のように思えますが、内部は
無筋コンクリート構造となってい
ます。宇野線最大のアーチ橋と
してほぼ原形のままで使用され
ており、初期のコンクリート構造
物として貴重な存在です。 田井拱橋
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